
広　報
2005.11 Vol.14   

11
こんな時は、どこ行けばいいの？

新生「愛南町」を祝う

交通事故発生マップ



9・10月の町長の動き
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★今月の表紙の写真★
９月２８日に開催された南宇和相撲クラブと豊ノ島関(時津風部屋)との交流会で、練習の最後に保護

者のフラッシュが光る中、子供たちにとっては、いっしょに汗を流した関取と心に残る記念撮影とな

りました。（詳細についてはP21に掲載）
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愛は南から・・・

　9月は、交通安全祈願祭、パールジュエリーデザイ
ンコンテスト第1次審査(21日)があり、23日に同コン
テスト最終審査、30日には宇和海海中資源保護対
策協議会がありました。
　10月は、愛南NHKファミリーフェスティバル(1日)、
合併一周年記念式典・桂文珍独演会(2日)等、愛南
町にとって最初の節目となる記念行事があり、多く
の住民の方々にご参加いただきました。3日には、7
つの漁業協同組合が合併し、愛南漁協が誕生しまし
た。今後は、足腰の強い経営基盤・組織の充実が図
られることと思います。また、公共施設等のアスベ
スト対策検討会・コミュニティバス原案検討会・環境
対策委員会(4日)があり、安全で安心して生活できる
環境整備の充実に向け、具体的な各施策の検討を
進めています。
　この他、四国四県町村長大会(6・7日、高知市)、全
国漁港漁場大会(11・12日、神戸市)、8の字ネットワー
クの早期完成をめざしてのシンポジウム(18日、東京
都)、町内行事では、スポーツ・文化の秋を象徴する
ような各種行事が行われました。

パールジュエリーコンテスト入賞者の方々です。なお、11月7日～11日の午前11時から午後
7時まで「ふるさと情報プラザ」でパールジュエリーデザインコンテスト東京移動展が開催
されます。（東京都千代田区有楽町1-7-1の有楽町電気ビル南館1階〈03-3284-0855〉）

10/3

10/15

愛南漁業協同組合発足式で、あいさ

つをされる濵田伊
い

佐
さ

夫
お

初代組合長

9/30

　愛媛大学法文学部矢野教授ゼミの
学生外22人が、市町村合併を学ぼう
と、フィールドワークに訪れ、外泊
地区や南レクの展望タワー等の施設
見学を行いました。
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特集
1

こ
ん
な
時
は
、
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
？

　

本
庁
舎
1
階
に
新
設
さ
れ
て
い
る
「
総
合
案
内
」
で
、
来
庁
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
問
い
合
せ
等
を
い
た
だ
い
た
中
で
、
特
に
多
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
住
民
の
皆
様
が
、
な
る
べ
く
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
「
本
庁
総
務
課
広
報
広
聴
室
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
の

被
保
険
者
証
等
、
人
権
、
年
金
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は

本
庁
1
階

　

町
民
課
へ

▼

国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
額
の

算
定
と
徴
収
に
関
す
る
こ
と
は

本
庁
1
階

　

税
務
課
へ

▼

行
政
施
策
全
般
に
関
す
る
相
談
は

本
庁
2
階

　

総
務
課
へ

▼

消
費
生
活(

訪
問
販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
、
詐
欺
・
架
空
請
求
な

ど)

に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は

本
庁
2
階

　

総
務
課

　

男
女
参
画
係
へ

▼

町
営
住
宅
、
法
定
外
公
共
物
（
里

道
・
水
路
等
）
に
関
す
る
こ
と
は

防
災
グ
ッ
ズ
お
よ
び
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
補
助
に
つ

い
て
は

▼
本
庁
2
階

　

総
務
課

  

防
災
対
策
室
へ

▼

　

愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
所
が
宇
和
島
地
方
局
4
階

（
0
8
9
5
ー
2
2
ー
5
2
1
1
）
に
開
設
（
休
日
を
除
く
毎
日

で
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
に
電
話
で
受
付
を
し
て

く
だ
さ
い
）
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
毎
月
第
2
金
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

は
弁
護
士
に
よ
る
相
談
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
庁
2
階

　

財
産
管
理
課
へ

▼

介
護
保
険
の
資
格
、
認
定
、
給
付

に
関
す
る
こ
と
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
、
介
護
の
た
め
の
福
祉
用

具
等(

車
椅
子
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
な
ど)

に
つ
い
て
は

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

介
護
保
険
室
へ

▼

高
齢
者
の
健
康
、
福
祉
、
介
護
保

険
な
ど
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
は

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

  

在
宅
介
護
支
援

  

セ
ン
タ
ー
へ

▼

戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の
申
請
、
障

害
者
手
帳
の
申
請
、
そ
の
他
障
害

者
に
関
す
る
こ
と
、
保
育
所
入
所

申
請
、
児
童
手
当
等
に
関
す
る
こ

と
、
母
子
手
帳
に
関
す
る
こ
と
は

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

  

保
健
福
祉
課
へ

▼

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
は
り
・

き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
助

成
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
や
貸

付
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
に
関
し

て
は

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

  

高
齢
者
支
援
へ

▼

法
律
に
関
す
る
心
配
ご
と
の
相
談

(

無
料
法
律
相
談)

は

社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所
へ

▼

交
通
災
害
等
に
関
す
る
こ
と
は

ま
た
、
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愛
南
町
の
誕
生
一
周
年
を
記
念
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
1
日
と
2

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
日
に
は
城
辺
社
会
福
祉
会
館
で

「
愛
南
N
H
K
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
人

気
の
あ
る
N
H
K
テ
レ
ビ
の
「
ワ
ン

ワ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
シ
ョ
ー
」
・
「
ぐ

〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場
」
の
公

演
が
あ
り
、午
前
・
午
後
の
2
回
公
演

で
約
1,
4
0
0
名
の
親
子
連
れ
が
来

場
し
、
歌
や
踊
り
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
日
に
は
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
約
4
0
0
名
の
招
待
者
等
が
参

加
し
、「
愛
南
町
合
併
一
周
年
記
念
式

典
」
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

山
本
公こ

う

一い

ち

総
務
副
大
臣
、
加
戸
守も

り

行ゆ

き

愛
媛
県
知
事
、
関
谷
勝か

つ

嗣つ

ぐ

参
議
院
議

員
、
山
本
順

じ

ゅ

ん

三
ぞ

う

参
議
院
議
員
の
ご
列

席
の
下
、
町
村
合
併
と
い
う
大
事
業

を
成
功
に
導
い
た
功
労
者
の
方
々
へ

特集
2

新
生
「
愛
南
町
」
を
祝
う

の
表
彰
、
愛
南
町
の
花
・
木
・
鳥
・

魚
の
発
表
及
び
入
賞
者
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
谷
口
町
長

が
『
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
愛
南
町
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、現

在
、住
民
主
権
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
自
治
基
本
条
例
の
策
定
に

着
手
し
て
お
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
責
任
を
も
っ
て
楽
し
く
生
き
る
地

域
力
の
向
上
や
公
共
心
と
思
い
や
り

の
心
の
育
成
を
図
り
、
希
薄
に
な
っ

て
き
た
近
所
意
識
の
再
生
へ
つ
な
が

る
よ
う
な
愛
南
版
「
愛
と
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
築
い
て
い
き
た
い
』
と

力
強
く
、
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、午
後
6
時
か
ら
は
同
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
桂
文
珍
独
演
会
」
が
開

催
さ
れ
、桂
文
珍
さ
ん
を
一
目
見
よ
う

と
、5
7
0
名
が
集
ま
り
、
独
特
の
口

調
に
よ
る
文
珍
ワ
ー
ル
ド
を
堪
能
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　

合併一周年記念式典

桂文珍独演会

愛南NHKファミリー
フェスティバル
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ひ
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じ
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ち
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ょ
う      

じ

の
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た
け

ひ
で　
　

 

お

 

ふ  
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お 

た
か
し

な
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ゆ
き

た
だ     

み
つ

  

き       

ろ
く

し
げ     

ゆ
き

た
け     

い
ち

よ
し       

お

ふ
く       

お

て
る       

お

た
か       

こ

と
う
き
ち
ろ
う

ぎ
ん
い
ち
ろ
う

          

さ
と
る

ま
さ     

と
し

の
り     

も
と

ひ
ろ     

み
ち

す
ず      

お

ま
さ
る

し
ょ     
ぞ
う

ひ
ろ     

ふ
み

い
わ       

と

け
ん       

お

さ
だ       

お

と
し     

ひ
さ

 

ゆ         

み

た
つ      

や

や
す     

し
げ

ひ
ろ      

き

た
だ
し

き
よ     

の
ぶ

や
よ       

い

え
い     

ぞ
う

い
ず
み

ひ
ろ     

ふ
み

こ
う     

ぞ
う

す
な
お

み
つ     

よ
し

そ
お  

ろ
く

●
市
町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

 

加

幡

仁

一

（
旧
内
海
村
長
）

 

山

下

英

雄

（
旧
御
荘
町
長
）

 

谷

口

長

治

（
旧
城
辺
町
長
）

 

菊

地

信

武

（
旧
一
本
松
町
長
）

 

中

田
　

　

（
旧
西
海
町
長
）

 

小

田

秀

夫

（
旧
内
海
村
議
会
議
長
）

 

宮

下

富
喜
男  

（
旧
御
荘
町
議
会
議
長
）

 

金

澤
　

卓

（
旧
城
辺
町
議
会
議
長
）

 

土

居

　

行

（
旧
一
本
松
町
議
会
議
長
）

  

（
故
）
吉

田

忠

光

（
旧
西
海
町
議
会
議
長
）

●
市
町
村
合
併
特
別
功
労
者
愛
南
町
長
表
彰

 

中

尾

喜

六

（
旧
内
海
村
長
）

 

赤

樫

重

幸

（
旧
内
海
村
長
）

 

山

下

武

一

（
旧
城
辺
町
長
）

 

中

澤

良

夫

（
旧
一
本
松
町
長
）

●
市
町
村
合
併
功
労
者
愛
南
町
長
感
謝
状

　

元
南
宇
和
合
併
協
議
会
委
員

  

（
旧
内
海
村
）

　

伊

勢

福

雄
　

藤

井

吟
一
郎

　

大

石

輝

夫

 

前

田
　

悟

　

児

島

隆

子

 

高

橋

昌

俊

　

浅

野
　

吉
郎

  
（
旧
御
荘
町
）

　

佐
々
木
紀

元

 

大

瀧

勝

　

清

水

弘

通
 

中

尾

ワ
キ
子

　

藤

田
　

三
 

永

元

鈴

男

町
の
花
【
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
】

　ツツジとしては非常に大型で高さ５ｍ、幹の直径
が30㎝にも及びます。標高1,000ｍ以上の山地の崖地
に自生し、鮮やかで美しい桃色の花を咲かせます。
豊かな自然の象徴であり、アケボノという語句から
も「愛南町の躍進」をイメージできます。

《選定の趣旨》

愛
南
町
の
花
・
木
・
鳥
・
魚 

表
彰

入
賞
者

　

木
ノ
下　

享
と
お
る

（
正
木
）

　

山
口
眞ま

理り

子こ

（
広
見
）

　

塩
田　

ト
ミ
（
城
辺
甲
）

　

山
本
ト
ク
ヱ
（
内
泊
）

　

髙
田
み
と
せ
（
広
見
）

町
の
木
【
ウ
バ
メ
ガ
シ
】

　強い萌芽力を持つ海岸性の常緑樹で、愛南町全域
に群生し、備長炭の原料としても重用される木で
す。急斜面で保水力が低く大変厳しい場所でも自生
し、ひたすら強い潮風にも耐え根を張る姿は、「愛南
町の力強さ」をイメージできます。

《選定の趣旨》

入
賞
者

　

山
本
ト
キ
コ
（
麦
ヶ
浦
）

　

大
島　

明あ
か

奈な

（
中
浦
）

　

山
下　

繁し
げ

男お

（
蓮
乗
寺
）

　

竹
田　

友と
も

丈た
け

（
武
者
泊
）

　

尾
﨑　

里り

香か

（
一
本
松
）

町
の
鳥
【
メ
ジ
ロ
】

　体は全体的に黄緑色をしており、その名のとお
り、目のまわりは白く縁取られています。愛南町全
域に生息し、木の花の蜜が大好きで、よく私たちの
目の前にも表れ、そのさえずりと姿は愛らしく、「愛
南町の優しさ」をイメージできます。

《選定の趣旨》

入
賞
者

　

吉
田　

沙さ

織お
り

（
福
浦
）

　

岩
崎
ヨ
ツ
子
（
蓮
乗
寺
）

　

藤
澤　

世せ

成な

（
久
良
）

　

山
口　

明あ
き

穂ほ

（
久
良
）

　

竹
田　

康こ
う

二じ

（
久
良
）

町
の
魚
【
カ
ツ
オ
】

　春から夏にかけて黒潮に乗って北上し、秋から冬
になると南下する回遊魚です。県下唯一のカツオの
水揚げ基地である深浦港は全国的にも有名で、美し
く勇壮な姿と活きにこだわるおいしさは、「愛南町の
活力」をイメージできます。

《選定の趣旨》

入
賞
者

　

尾
川　

征せ
い

哉や

（
御
荘
平
城

）

　

和
泉　

愛ま
な

実み

（
満
倉
） 

　

山
口　

真な
お

生き

（
久
良
）

　

横
田
万ま

里り

乃の

（
御
荘
平
城

）

　

岩
﨑　

将ま
さ

士し

（
中
浦
）

  

（
旧
城
辺
町
）

　

畑

田

藤と

う

志し

郎ろ

う    

飯

田

利

久

　

西

田

博

文

  

土

居

由

美

　

清

水

岩

門

  

原

田

達

也

  

（
旧
一
本
松
町
）

　

大

西

健

夫

  

寳

田

安

茂

　
（
故
）

 

宮
岡
莊
六

   

森

岡

眞ま

由ゆ

美み

　

山

本

定

男

  

大

西

浩

樹

  

（
旧
西
海
町
）

　

谷

口
　

直

  

小

谷
　

泉

　

竹

田

清

展

  

濱

田

博

文

　

吉

田

弥

生

  

吉

田

貢

造

　

吉

田

鋭

三

  

（
行
政
関
係
者
）

　

森
　

忠
　

  

丹
生
谷

光

嘉

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

2
日
に
開
催
さ
れ
た
「
愛
南
町
合
併
一
周
年
記
念

式
典
」
で
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
方
々
で
す
。

ひ
ろ
し
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特集
3

交
通
事
故
発
生
マ
ッ
プ

　

ま
す
。
目
線
を
上
げ
て
、
周
囲
の
状
況
に

　

も
目
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

2
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断
歩

　

道
を
利
用
し
、
十
分
な
安
全
確
認
を
!

　

近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
と
き
は
、
少
し

　

遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

　

う
。
や
む
を
得
ず
、
横
断
歩
道
の
な
い
道

　

路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
の
安
全
を

　

十
分
に
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

斜
め
横
断
は
、
死
角
が
生
じ
る
上
、
車
道

　

上
に
い
る
時
間
が
長
く
な
る
の
で
危
険

　

で
す
。

　

今
年
、
町
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
こ
そ
発

生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
9
月
末
現
在
で
86

件
の
交
通
人
身
事
故
が
発
生
し
、
106
人
の
方

が
怪
我
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

故
を
見
て
み
ま
す
と
、
国
道
で
の
事
故
、
特

に
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
く
、
夜
間
な
ど
の

単
独
事
故
が
増
え
て
い
る
、
と
い
っ
た
特
徴

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
幅
に
増
え
て
い
る
交
通
事
故
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
安

全
運
転
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

緑
地
区
の
「
緑
新
鮮
市
」
前
の
交
差
点
な

3
遠
く
に
見
え
て
い
て
も
、
車
は
す
ぐ
に

　

あ
な
た
の
目
の
前
ま
で
来
て
い
ま
す
!

　

道
路
を
横
断
す
る
際
、
遠
く
に
見
え
る
車

　

は
、
意
外
に
早
く
あ
な
た
の
と
こ
ろ
ま
で

　

来
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
夜
間
は
車
が

　

通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。
ま

　

た
、
右
側
か
ら
の
車
に
気
を
付
け
て
道
路

　

中
央
付
近
ま
で
き
た
ら
、
左
側
か
ら
車
が

　

来
て
い
な
い
か
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し

　

ょ
う
。

4
夜
間
、
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い
服

　

装
と
反
射
板
の
装
着
を
!

　

夜
間
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
あ
な
た
の
存
在

　

に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
服
装
で
、
反
射
板
を
身
に
付
け
て

　

外
出
し
、
早
め
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
付
い

　

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
十
分
に
注
意

し
て
事
故
防
止
を

1
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
!

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

は
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守
る
た

　

め
の
も
の
で
す
。
家
族
で
、
そ
し
て
地
域

　

ぐ
る
み
で
着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

2
追
突
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
!

　

脇
見
運
転
や
携
帯
電
話
は
事
故
の
元
で

ど
に
、
一
時
停
止
の
標
識
等
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
交
差
点
に
入
る
際
、
今
ま

で
以
上
に
気
を
付
け
て
安
全
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

町内の交通事故状況（平成17年9月末現在）

高
齢
者
の
歩
行
者
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に

1
正
し
い
姿
勢
で
歩
い
て
い
ま
す
か
？

　

足
元
ば
か
り
を
見
て
い
る
と
、
遠
く
か
ら

　

近
づ
い
て
く
る
車
に
気
付
く
の
が
遅
れ

9月中 累計 前年比

発生（件） 15 86 ＋34
死者（人） 0 0 －1
傷者（人） 22 106 ＋36

番号         場     所               事故形態や注意点

①
国道56号（全域）
サンパール前

特にこの付近において、左右折の
ために減速した車両に追突する形
態の事故が多く発生。

② B&G南方の交差点
一時停止、安全確認を徹底して下
さい。

③ リッチ前交差点
北進して交差点に入るときに、信
号機が少し見えにくい（予告灯あ
り）ので、気を付けて下さい。

④ 御荘郵便局付近
路地から出てきた車両等と衝突す
る事故が多発。

⑤
国道56号（全域）
栄町交差点付近

この付近においても追突事故が複
数発生。

⑥
日土峠から久良峠
までの間

峠の変則交差点での出会い頭事故
や見通しの悪い狭路のカーブでの
接触事故が複数発生。

⑦
城辺トンネル西側
の工事中の交差点

国道に出ようとする車両と国道を
走る車両との衝突事故が多発。

⑧
城辺商店街の裏通
り

自転車や原付が路地等から飛び出
す事故が多発。

⑨ 城辺商店街通り
路地から出てきた車両等との出会
い頭事故が多発。

⑩ 蓮乗寺トンネル

追突事故等が発生。
相手を見つけるためにも、相手に
見つけて貰うためにも、トンネル
内ではライトを点灯して下さい。

⑪
緑の新鮮市の東か
らYショップ前交差
点までの間

この付近で事故が多発（交差点事
故、正面衝突、自損事故等）。

⑫ 県道宇和島城辺線

この付近で交差点事故が複数発
生。（非優先道路を走っていて）
一時停止の標識があれば確実に一
時停止し安全確認をして下さい。

⑫

平成17年中（9月末まで）の交通人身
事故多発地点
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大幅に増えています！

町内の交通事故

写真は、道路幅が狭
く、歩行者や自転車
と車との接触事故の
危険性が高い、城辺
地域の中町地区の町
道松本小西橋線で、
南宇和交通安全協会
城辺支部長の倉田
政夫さん(城辺甲)に
ご協力をいただき撮
影したものです。皆
さんも、小さな路地
から大きな道路に出
る時などは、左右の確認をせずに飛び出したりしないよう、十分に車
の有無を確認し、交通事故に遭わないよう気を付けましょう。

　

す
。
運
転
中
は
、
し
っ
か
り
と
前
方
の
動

　

静
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

3
一
時
停
止
、
安
全
確
認
な
ど
で
交
差

　

点
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
!

　

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
交
差
点
で
は
、

　

確
実
に
一
時
停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
た

　

上
で
交
差
点
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
優
先
道
路
を
走
っ
て
い
て

　

も
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
特
に
、
見
通
し

　

の
悪
い
交
差
点
で
は
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

③

①

⑥

② ④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

第
３
回
町
議
会
定
例
会

　

第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
谷

口
町
長
が
「
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
・
県

の
内
示
が
あ
っ
た
事
業
の
他
、
地
区
要
望
の

あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
予
算
計
上
し
、
早
期
完
成
を
め
ざ
す

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
や
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
召
集
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
衆
議
院
議
員
選
挙

に
か
か
る
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
議

案
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
２
議
案
、
平
成

16
年
度
事
業
会
計
決
算
認
定
２
議
案
、
平
成

17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
補
正
予

算
４
議
案
、
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
２

議
案
、
字
の
区
域
変
更
２
議
案
、
町
道
路
線

の
認
定
・
町
有
財
産
の
貸
付
料
の
変
更
及
び

小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
契
約
議
案
の
計
25
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
宮
敬け

い

典す
け

、
内
倉
長

ち
ょ
う
ぞ
う

藏
、
西
口

孝
た
か
し

、
土
居

な
お

行ゆ
き

、
山
下
正ま

さ

敏と
し

、
濱
本
元も

と

通み
ち

、

宮
下
一い

ち

郎ろ
う

、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

の
各
議
員
が
、
救
急

医
療
体
制
等
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
平
成
15
年
９
月
に
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
、
普
通
地
方
公
共
団
体
が
公
の

施
設
の
管
理
を
他
の
団
体
に
行
わ
せ
る
場
合

に
お
い
て
、
従
来
の
「
管
理
委
託
制
度
」
か

9
/
15

ら
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
町
施
設
「
御
荘
霊
苑
・
石
垣

の
里
案
内
休
憩
所(

だ
ん
だ
ん
館)

・
道
の
駅

み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松
」

の
４
施
設
に
つ
い
て
の
指
定
等
に
関
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
、
10
月
７
日
か
ら
11
月
７
日

ま
で
の
間
、
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
試
行
い
た
し
ま
し

た
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳

業
務
窓
口
執
務
時
間
延
長

〔
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

の
19
時
ま
で
延
長
〕
に
替

わ
り
ま
し
て
、
10
月
１

日
か
ら
愛
南
町
役
場
（
本

庁
・
各
支
所
）
に
お
き
ま

し
て
、
電
話
予
約
に
よ
る

住
民
票
等
の
発
行
〔
平
日

（
月
〜
金
曜
日
）
の
17
時

15
分
以
降
の
発
行
〕
を
次

の
と
お
り
開
始
い
た
し
ま

す
。

　

電
話
予
約
で
、
取
り
扱

い
で
き
る
業
務
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

 

町
民
課
か
ら
！

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
等

発
行
業
務
開
始
に
つ
い
て
！

電 話 予 約

受 付 時 間

　月～金曜日（休日を除く）8時30分から17時15分

までで、担当課窓口へお願いします。

電話予約の

方 法

　担当課窓口に「必要とする証明書等の名称」

及び「受取時間」等を電話で予約します。（原則

として、受け取り日当日に電話予約をして下さ

い。）

受 取 場 所
　本庁町民課及び各支所住民課（御荘支所は住民

福祉課）の戸籍・住民基本台帳業務窓口

受 取 時 間

原則として、月～金曜日（休日を除く）17時15分

から19時までとします。担当課窓口にご相談くだ

さい。

受 取 方 法

　受け取りは、予約者以外は認められません。

　予約者が来庁して、申請書を記入・提出後に発

行いたします。

　来庁時には「印鑑」を必ずご持参下さい。（印

鑑登録証明書発行の場合は必要ありません。）

　「印鑑登録証明書」が必要な方は、「印鑑登録証

（カード）」を必ずご持参下さい。

　なお、印鑑登録の場合は本人確認させていただ

きますので、「住民基本台帳カード（写真あり）」・

「運転免許証」・「パスポート」など官公署発行の

写真付き身分証明書をご持参下さい。

そ の 他

　各種証明書の交付や申請において、他の関係機

関への照会が必要となるものは、お取り扱いでき

ない場合があります。

担当課窓口等

問 合 先

・愛南町役場町民課　　TEL72-1211（代表）

　　　　　　　　　　　TEL72-5827（直通）

・内海支所住民課　　　TEL85-0311（代表）

・御荘支所住民福祉課　TEL72-1111（代表）

・一本松支所住民課　　TEL84-2211（代表）

・西海支所住民課　　　TEL82-1111（代表）

電話予約対象窓口 業務内容

戸籍・住民
基本台帳業務窓口

住民票の写しの発行

戸籍の謄・抄本及び
除籍の謄・抄本の発行

印鑑登録証明書の発行

印鑑登録

年金現況証明書の発行

※転入、転出、転居、外国人登
録事務は受付できません。

電話予約できる業務内容
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役場からのお知らせ

　

「
育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識 ―

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に―

」

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
一
人
が
「
人

権
」
と
い
う
も
の
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を

侵
し
て
い
な
い
か
反
省
す
る
週
間
で
も
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
自
己
の

権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
本
年
も
12
月
４
日
（
日
）
か
ら
10
日

（
土
）の
一
週
間
を
人
権
週
間
と
し
て
、
次
の

事
項
を
強
調
し
て
各
種
啓
発
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

 

町
民
課
か
ら
！

第
57
回
人
権
週
間
平
成
17
年
度

啓
発
活
動
重
点
目
標

し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う
○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
（
℡  

０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

本
庁
町
民
課

 

人
権
擁
護
委
員
の
方
々

時　

岡　

ト
ヨ
ミ

御
荘
菊
川

猪　

野　

德と
く　

久ひ
さ

中
浦

宮　

本　

久ひ
さ　

士し

御
荘
平
城

岩　

井　

千ち

え

こ

惠
子

城
辺
甲

佐　

藤　

一か
ず　

惠ひ
ろ

緑
丙

川　

﨑　

高こ
う　

明め
い

福
浦

児　

島　

隆た
か　

子こ

須
ノ
川

和　

泉　
　

勝
ま
さ
る

満
倉

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の

領
収
証
書
は
大
切
に
！

　

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
」

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
る
と
、
所

得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成

17
年
所
得
分
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
税
務
申
告
す
る
際

に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類(

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書)

を
申
告
書

に
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
社
会
保

険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」(

ハ

ガ
キ
様
式)

を
、
11
月
上
旬
ま
た
は
翌
年
２

月
に
お
送
り
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
証

明
書
、
領
収
証
書
は
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

今
月
の
社
会
保
険
・

年
金
一
日
相
談

  

日　

時　

11
月
15
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

  

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

内
海
・
御
荘
町
・
南
内
海
・
深
浦
・
東

海
・
西
海
町
・
福
浦
の
各
漁
業
協
同
組
合
が

合
併
し
て
「
愛
南
漁
業
協
同
組
合
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
本
所
は
深
浦
漁
協
、
そ
れ
以
外

の
旧
漁
協
は
各
支
所
と
な
り
ま
す
。
本
所
で

行
わ
れ
た
発
足
式
で
は
、
初
代
組
合
長
の
濵

田
伊い

佐さ

夫お

氏
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
加
戸
守も

り

行ゆ
き

愛
媛
県
知
事
、
谷
口
町
長
の
祝
辞
に
続
い

て
「
愛
南
漁
業
協
同
組
合
」
名
盤
の
除
幕
式

お
よ
び
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
経
営
環
境
の
続
く
水
産
業
で
す
が
、

合
併
に
よ
る
組
織
や
経
営
基
盤
の
強
化
に
よ

り
、
町
と
の
連
携
の
も
と
水
産
振
興
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 
水
産
課
か
ら
！

愛
南
漁
協
が
誕
生
！

10
/
3
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歳入

特別会計予算の執行状況（9月30日現在）
●国民健康保険特別会計

歳出

33億1,900万 円
12億6,338万4千円

予算現額
収入済額

33億1,900万 円
13億7,127万6千円

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額 支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

収入

支出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

収入

支出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

歳入

歳出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

●小規模下水道特別会計
1億3,530万 円
1億4,095万5千円

1億3,530万 円
5,285万7千円

●国民健康保険特別会計（内海診療所）
1億7,560万 円
7,647万8千円

1億7,560万 円
7,227万6千円

●温泉事業等特別会計
2億4,050万 円
1億 258万5千円

2億4,050万 円
9,267万 円

●老人保健特別会計
33億 100万 円
15億2,215万6千円

33億 100万 円
14億8,646万6千円

●同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計
605万5千円
69万8千円

605万5千円

0円

●介護保険特別会計
22億4,398万9千円
10億1,485万4千円

22億4,398万9千円
9億4,329万5千円

●旅客船特別会計
6,480万 円
4,809万9千円

6,480万 円
3,387万6千円

●簡易水道特別会計
3億6,668万 円
1億 220万 円

3億6,668万 円
9,966万3千円

企業会計予算の執行状況（9月30日現在）
●上水道事業会計　収益的収入及び支出

5億2,334万9千円
2億5,577万9千円

5億2,334万9千円
1億3,136万2千円

　　　　　　　　　資本的収入及び支出
2億3,998万3千円

113万4千円

4億7,057万5千円
2億8,270万1千円

収入

支出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

収入

支出

予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

●病院事業会計　収益的収入及び支出
5億1,100万 円
2億6,609万5千円

5億1,100万 円
2億 573万3千円

　　　　　　　　資本的収入及び支出
4,040万1千円

0円

6,460万3千円
2,536万3千円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他

1億1,070万2千円
4,592万6千円

24億 939万5千円
10億8,379万7千円

32億5,002万 円
14億1,631万5千円

19億8,848万4千円
3億8,696万 円

13億4,385万2千円
5億7,796万5千円

2億6,569万3千円
1億 633万8千円

10億5,824万6千円
1億9,952万 円

5億4,283万6千円
1億9,171万7千円

16億8,268万9千円
7億1,197万7千円

1億4,263万4千円
1,585万9千円

28億8,909万8千円
14億2,529万6千円

1,597万7千円
126万6千円

予算現額

合計 156億9,962万6千円

支出済額

合計   61億6,293万6千円

歳出 町議会の運営に使われる経費です。

戸籍、統計、徴税、選挙等の事務や町の
全般的な管理事務に使われる経費です。

老人・児童福祉など各種の福祉サービス
事業に使われる経費です。

健康増進、環境保全、ゴミ・し尿処理など
に使われる経費です。

農業、林業、水産業の振興のために
使われる経費です。

商工業、観光事業などの振興のために
使われる経費です。

道路、河川、町営住宅などの維持・整備に
使われる経費です。

各種の災害防除や災害対策、救急体制
づくりに使われる経費です。

学校教育や社会教育などの教育関係に
使われる経費です。

台風などの災害により生じた被害の
復旧に使われる経費です。

各種事業の借入金を返済するために
使われる経費です。

諸支出金（町の基金への積立金）と
予備費です。

　一般会計予算の執行状況（9月30日現在）

役場からのお知らせ
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地方税

地方譲与税

地方消費税
交付金

地方交付税

分担金及び
負担金

使用料及び
手数料

国・県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

地方債

その他

18億 27万7千円
13億4,125万4千円

2億4,620万 円
1億 429万7千円

2億1,870万 円
1億3,839万2千円

3億6,215万5千円
1億3,627万3千円

1億6,343万2千円
8,572万9千円

21億 102万4千円
1億2,373万4千円

12億1,245万5千円
10億 円

8億5,260万2千円
8億5,260万3千円

2億4,015万1千円
8,989万4千円

16億1,690万 円

1億5,206万6千円
9,938万6千円

予算現額

合計 156億9,962万6千円

収入済額

 合計   90億4,321万1千円

67億3,366万4千円
50億7,164万9千円

歳入 みなさんが町に納めた税金です。

自動車重量税などの国税から交付される
お金です。

地方消費税の中から交付されるお金です。

所得税などの国税から交付されるお金です。

特定の利益をうける方が負担するお金です。

町の施設の使用料金などです。

特定の事業のために国・県から交付される
お金です。

町の基金（別に積み立てている貯金）や一般
会計以外の会計から繰り入れるお金です。

前年度から繰越されたお金です。

他に区分されない様々な収入です。

国や金融機関から借入れるお金（借金）です。

利子割交付金・自動車取得税交付金・
地方特例交付金などの各種交付金です。

水資源対策基金 2億4,818万3千円

公営住宅建設基金 1,009万 円

諏訪公園管理基金 433万6千円

土地開発基金 14億5,331万9千円

　（うち土地） （6億 726万3千円）

高齢者生きがい対策肉用牛貸付基金 300万1千円

　（うち貸付金） （25万 円）

高齢者等肉用牛貸付基金 1,500万7千円

　（うち貸付金） （512万3千円）

肉用牛貸付基金 1,271万5千円

　（うち貸付金） （498万1千円）

国保財政調整基金 1億2,281万5千円

計 42億4,750万9千円

基金（町の貯金）の状況
9月30日現在の基金の状況は次のとおりです。

財政調整基金 5億5,921万8千円

減債基金 3,507万4千円

7,180万3千円

地域振興基金 2億4,381万4千円

ふるさと創生基金 8,011万6千円

公共施設整備基金 1億9,057万3千円

文化振興基金 1,007万4千円

地域福祉基金 8億6,489万 円

西海ストックヤード管理基金 2,002万9千円

産業振興基金 1億1,749万4千円

中山間ふるさと水と土保全基金 5,000万 円

水産振興基金 1億3,495万8千円

地方債（町の借金）の状況
9月30日現在の地方債残高の状況は次のとおりです。

一般会計 254億8,672万1千円

介護保険特別会計 1,452万4千円

簡易水道特別会計 15億5,216万7千円

小規模下水道特別会計 13億2,907万 円

上水道事業会計 25億3,614万7千円

病院事業特別会計 2億4,954万6千円

計 311億6,817万5千円

人材育成基金

私たちの町の
財布は？
私たちの町の
財布は？

役場からのお知らせ

平成１７年度  上半期の愛南町の財政状況を公表します。
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役場からのお知らせ

県
道
網
代
鳥
越
線
船
越
橋
は
10
月
１
日
か

ら
17
ｔ
の
通
行
規
制
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
元
関
係
者
等
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ

り
、
大
型
車
輌(

10
ｔ
以
上)

に
つ
い
て
、
連

行
（
車
両
が
連
続
し
て
走
行
す
る
こ
と
）
及

び
対
面
通
行
を
禁
止
し
て
、
橋
の
中
央
部
を

走
行
さ
せ
る
規
制
方
法
へ
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

愛
南
土
木
事
務
所
か
ら
！

県
道
網
代
鳥
越
線
船
越
橋
の

通
行
制
限
に
つ
い
て

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
営
住

宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た
し
ま

 

財
産
管
理
課
か
ら
！

町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類
を

添
え
て
下
記
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

１　

住
宅（
空
家
）の
概
要
（
左
表
よ
り
）

２　

申
込
み
受
付
期
間　

11
月
４
日（
金
）
〜
16
日（
水
）

受
付
時
間   

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
は
除
き
ま
す
。）

３　

入
居
者
資
格　

（
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、
住

宅
に
お
困
り
の
方
。

⑵　

市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４　

申
込
み
方
法
等

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
庁
財
産
管

理
課
住
宅
係
【
℡  
７
２
―

１
２
１
１
（
内
線

２
２
３
、２
２
４
）】
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
名（
区
分
）

住
宅
所
在
地

構　

造

空
部
屋
の
概
要

月
別
家
賃

敷　

金

共
益
費

西
部
団
地（
公
営
住
宅
）

一
本
松
90
番
地

木
造
２
階
建（
築
14
年
）

11
号　３

Ｄ
Ｋ　

76
・
６
ｍ
２

１
７
，５
０
０
円
〜

 

２
８
，９
０
０
円

家
賃
の
３
ヵ
月
分

有

八
幡
野
団
地（
公
営
住
宅
）
御
荘
平
城
１
４
４
８
番
地

鉄
筋
４
階
建（
築
29
年
）

Ａ
―

２
棟
32
号　

３
Ｄ
Ｋ　

52
・
４
ｍ
２

１
０
，５
０
０
円
〜

 
１
７
，５
０
０
円

家
賃
の
３
ヵ
月
分

有

家
串
団
地（
公
営
住
宅
）

家
串
１
１
５
４
番
地

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
２
階
建（
築
27
年
）
１
棟
１
号
、
１
棟
２
号 

３
Ｄ
Ｋ　

61
・
３
ｍ
２

１
１
，２
０
０
円
〜

 

１
８
，５
０
０
円

家
賃
の
３
ヵ
月
分

無

魚
神
山
団
地（
公
営
住
宅
）
魚
神
山
２
６
４
番
地

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
２
階
建（
築
27
年
）
１
号
、
２
号　

３
Ｄ
Ｋ　

61
・
３
ｍ
２

１
１
，２
０
０
円
〜

 

１
８
，５
０
０
円

家
賃
の
３
ヵ
月
分

無

　

今
ま
で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
119
番
通
報
は

宇
和
島
消
防
署
が
受
信
し
、
愛
南
町
消
防
署

に
転
送
さ

れ
て
い
ま

し
た
が
、

10
月
27
日

か
ら
は
愛

南
町
消
防

署
に
直
接

つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
IP

電
話
（
日
本
テ
レ
コ
ム
・
平
成
電
々
の
２
社

に
対
応
）
か
ら
の
119
番
通
報
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 
消
防
署
か
ら
！

携
帯
・
IP
電
話
か
ら
の

119
番
通
報
に
つ
い
て

　

消
防
団
に

配
備
し
て
い

る
小
型
ポ
ン

プ
の
更
新
に

伴
い
、
不
用

に
な
っ
た
ポ

ン
プ
を
払
い

下
げ
し
ま
す
。
緊
急
用
と
し
て
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
が
、
水
の
汲
み
上
げ
等
に
は
十
分
に

使
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
11
月
末
日
ま

で
に
消
防
署
（
℡  
７
２
―

０
１
１
９
）
に
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

消
防
署
か
ら
！

消
防
用
ポ
ン
プ
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て

　平成17年度において実施した第１回（４月
10日～６月８日）及び第２回（７月25日～９
月23日）の期間で実施した有害鳥獣捕獲事業
における実績報告をいたします。

 お知らせします！

平成17年度
有害鳥獣駆除事業の実績について

第１回実績
（4月10日～6月8日）

イノシシ シカ カラス その他

内海   ６頭   １頭   ０羽 ０頭

御荘   ６頭   ２頭   １羽 ２頭

城辺 １１頭 １６頭   ６羽 １頭

西海   ５頭   ６頭   ０羽 ２頭

一本松 １７頭 ５２頭   ９羽 １頭

合計 ４５頭 ７７頭 １６羽 ６頭

第２回実績
（7月25日～9月23日）

イノシシ シカ カラス スズメ その他

内海   ２頭   ０頭 ０羽   ０羽 ０頭

御荘   ８頭   １頭 ０羽 ５０羽 １頭

城辺   １頭   ３頭 １羽   ０羽 ０頭

西海   ４頭   ０頭 ０羽   ０羽 ３頭

一本松 １１頭 ２２頭 １羽   ０羽 ２頭

合計 ２６頭 ２６頭 ２羽 ５０羽 ６頭
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猪野良
よしき

樹さん
（緑乙）

川東祐
ゆうすけ

亮さん
（御荘和口）

吉田俊
としひろ

廣さん
（中泊）

役場からのお知らせ
　

平
成
18
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
で
、
新
規
の
方
は
希
望
の
保
育

所
で
、
現
在
入
所
中
の
方
は
在
園
保
育
所
で

「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
と
「
家
庭
の
就
労

状
況
調
査
表
」
及
び
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
公
立
保
育
所
の
み
）
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
12
月
１
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
に
平
成
18
年
４
月
か
ら
入
所
希
望
さ

れ
る
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
記
入
注
意
事
項
等
に
つ
い
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
18
年
１
月
中
旬
よ
り
実
施

の
予
定
で
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
不
足

の
添
付
書
類
と
併
せ
て
個
人
通
知
い
た
し

ま
す
。

③
保
護
者
の
就
労
状
況
等
に
よ
り
、
一
部
の

保
育
所
に
お
い
て
延
長
保
育
（
延
長
保
育

料
１
日〈
回
〉１
０
０
円
で
申
請
が
必
要
）

を
実
施
し
ま
す
。
延
長
保
育
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
実
施
保
育
所
（
柏
・
御
荘
・
城

辺
・
一
本
松
保
育
所
）
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
立
保
育
所
で
は
居
残
り

保
育
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
ま
で
無
料
で
申

請
が
必
要
）
を
午
後
４
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
30
分
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 
保
健
福
祉
課
か
ら
！

平
成
18
年
度

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

　

愛
媛
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
身
体
障
害
者

相
談
員
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

私
た
ち
が
愛
媛
県

身
体
障
害
者
相
談
員
で
す

④
18
年
４
月
よ
り
、
公
立
保
育
所
に
お
い
て

土
曜
（
午
後
）
保
育
（
申
請
が
必
要
）
を

行
う
予
定
で
す
。

注　

意

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
員
の
中
に
家
族
で
保

育
で
き
る
状
況
の
方
が
い
る
場
合
は
、
保
育

所
へ
の
入
所
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
就
業
状
況（
パ
ー
ト
等
）・
産
前
産
後
や
育

休
の
状
況
・
就
職
活
動
後
の
再
調
査
が
毎
年

９
月
〜
10
月
ご
ろ
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

本
庁
保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　

℡  
７
２
―

１
２
１
２

業
務
内
容

○
身
体
障
害
者
地
域
活
動
の
中
核
体
と
な

り
、
そ
の
活
動
の
推
進 

を
図
る
こ
と
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
は
、
安
定
し
た
家
庭
環
境
の
中
で
、
保
護

者
の
温
か
い
愛
情
の
も
と
に
育
て
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
供
た
ち
を
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
深
く

育
て
て
下
さ
る
方
を
里
親
と
い
い
ま
す
。
愛

媛
県
下
で
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
や
む

を
え
ず
乳
児
院
や
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い

る
児
童
が
約
５
５
０
人
お
り
ま
す
が
、
里
親

家
庭
の
も
と
で
育
て
ら
れ
て
い
る
児
童
は
７

 

愛
媛
県
か
ら
！

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

○
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
更
生
援
護
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
必
要
な
指
導
を
行
う
こ

と
。

○
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
更
生
援
護
に
つ

き
関
係
機
関
の
業
務
に
協
力
す
る
こ
と
。

○
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
す
る
国
民
の

認
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
関
係
団
体

等
と
の
連
携
を
図
っ
て
援
護
思
想
の
普
及

に
努
め
る
こ
と
。

○
そ
の
他
前
各
号
に
付
帯
す
る
業
務
を
行
う

こ
と
。

　

困
り
ご
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
相
談
員

に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
で
、
極
め
て
少
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
愛
媛
県
で
は
、

家
庭
的
な
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も

を
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
て
て
い
た
だ
け
る

里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
制
度
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
南
予
児
童
相
談

所
・
本
庁
保
健
福
祉
課
・
愛
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
民
生
児
童
委
員
等
ま
で
問
い
合

せ
下
さ
い
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

南
予
児
童
相
談
所
な
ど
の
専
門
職
員
が
相
談

に
乗
り
ま
す
。

里
親
申
込
窓
口　

〒
７
９
８
―

０
０
６
０　

宇
和
島
市
丸
之
内

３
―

１
―

19　

愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５

℻  
０
８
９
５
―

２
２
―

２
０
２
０



広報 　　　　 Ｈ１７.１１.１14

役場からのお知らせ

国

民

健

康

保

険

税

月末
（6期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

毎月月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
25
日（
金
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
ま
で
に
確
実
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は

　

本
庁
税
務
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

保健事業のお知らせ（11月）

　

愛
南
町
で
は
、
む
し
歯
予
防
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
５
歳
児
健
康
診

査
で
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で
は

17
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
、

き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
き
れ
い
な
歯
を
大
切
に
！

５
歳
児
歯
科
表
彰

　
　
　
　

　

山
口　

宙ひ

ろ

と人　

く
ん
（
御　

荘
）

　

菊
池　

菜な

ゆ由　

さ
ん
（
御　

荘
）

　

清
家　

滉こ

う

き己　

く
ん
（
御　

荘
）

　

吉
見　
　

陽よ
う　

く
ん
（
御　

荘
）

　

沖
中　

心し
ん
べ
い兵　

く
ん
（
御　

荘
）

　

藤
田　

夏な

つ

み海　

さ
ん
（
御　

荘
）

　

吉
田　

風ふ

う

か果　

さ
ん
（
西　

海
）

　

鈴
木
隆り

ゅ
う
の
す
け

之
佑　

く
ん
（
一
本
松
）

　

信
田　

朱あ

か

り里　

さ
ん
（
一
本
松
）

　

酒
井　

良り
ょ
う
た汰　

く
ん
（
一
本
松
）

　

清
水　

翔し
ょ
う
ご吾　

く
ん
（
一
本
松
）

　

徳
岡　
　

佑ゆ
う　

さ
ん
（
一
本
松
）

　

市
村　

彩さ

わ羽　

さ
ん
（
一
本
松
）

　

毛
利
か
ん
な　

さ
ん
（
一
本
松
）

　

宮
本　

玲れ

い

じ寿　

く
ん
（
一
本
松
）

　

片
山　

顕け

ん

ご吾　

く
ん
（
城　

辺
）

　

木
下　

紗さ

わ羽　

さ
ん
（
城　

辺
）

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・胃がん

大腸がん・前立腺がん
肝炎ウイルス検査

11月16日 水 魚神山農協 　８：００～１１：００

11月17日 木 家串農協 　８：００～１１：００

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

11月  4日 金 内海保健センター
　９：００～１１：３０

１３：００～１５：００

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

乳児健診（後期）
11月15日 火 城辺保健福祉センター

H16年10月1日～12月31日生
11月30日 水 御荘文化センター

３歳児健診
11月  8日 火 御荘文化センター

H14年7月1日～9月30日生
11月29日 火 城辺保健福祉センター

＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉センター(城辺地域、一本松地域）
　対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば 11月  2日 水 一本松保健センター 　９：３０～１１：３０

みなみっ子 11月28日 月 御荘夢創造館 　９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆予防接種☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

ポリオ
11月15日 火

御荘文化センター １２：３０～１３：００
12月  1日 木

＊対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 11月17日 木 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談
11月  9日 水 御荘文化センター

１３：００～１３：３０
11月17日 木 城辺保健福祉センター

育児学級「わんぱくクラブ」 11月16日 水 城辺保健福祉センター １０：００～１１：３０

病態別栄養相談 11月10日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問合せ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２

表
彰
さ
れ
た
方
々
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1１・1２月行事予定表

心配ごと（弁護士）相談所
　●11月15日（火）午後2時～4時
　●城辺保健福祉センター（事前に予約が必要です。）
　　　　　　　　社会福祉協議会　城辺支所
　　　　　　　　〈問合せ先〉７０－１０１１

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

  ２日・９日・１６日・３０日
水曜日のAM8：30～10：00
12月の引取日は、
  ７日・１４日・２１日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡  72－1211（内線503）または各支
所の地域振興課まで問い合せください。

11月の当直医
一　般　内　科

文 化 の 日   3日 福浦診療所 福浦 ☎83-0510

第１日曜日   6日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

第２日曜日 13日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第３日曜日 20日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

勤労感謝日 23日 中浦診療所 中浦 ☎75-0503

第４日曜日 27日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

日 曜 時　間 行事名 場　所

2 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

3 木
文化の日

秋まつり 各地区

5 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

6 日
１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

郡軟式野球
壮年王座決定戦

南レク３号
城辺球場

7 月 　９：３０～ 議員全員協議会 本庁議場

9 水
１３：００～１５：００

行政相談
（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化セン
ター・城の辺学
習館・山村開発

センター

１９：００～２１：００
人権問題学習講座

（第６回）
御荘文化センター

11 金
　９：３０～ 第５回愛南町議会臨時会 本庁議場

１５：００～１７：００ 人権啓発パレード 本庁～御荘支所

12 土

　８：３０～
愛南町グラウンド

ゴルフ大会
南レク３号
多目的広場

  ９：００～１４：００ 親子木工広場
南レク５号

御荘グラウンド

  ９：００～１８：００
愛南町文化協会
御荘支部文化祭

御荘文化センター

  ９：３０～１２：００
愛南町文化祭
開幕イベント

御荘文化センター

１３：３０～
１９：００～

第９回ありんこクラブ
催し「命ってあったかい」

講師：中村重祐

一本松交流
促進センター

13 日

  ９：００～１５：００
愛南町文化協会
御荘支部文化祭

御荘文化センター

　９：３０～ 第２回愛南町西海文化祭 西海町民体育館

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

郡軟式野球選手権大会
南レク３号
城辺球場

14 月
  ９：００～１６：００

愛南農業者
フェスティバル

御荘文化センター

１９：００～２０：３０
生涯学習講演会

（講師：阿藤 快）
ＤＥ・あ・い・２１

15 火   ９：３０～１３：３０ 親子おさかな料理教室 長月小学校

19 土

　９：００～１７：００
第２回愛南町一本松文化祭
（作品展示・さわらび短歌会
１８：３０～カラオケ発表会）

山村開発
センター他

１０：００～１３：００ 正木花とり踊り 正木歓喜光寺境内他

１３：００～１４：１５
自治基本条例講演会
（講師：佐々木信夫）

御荘文化センター
ホール

１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

日 曜 時　間 行事名 場　所

20 日

  ８：００～１２：００
天嶬鼻健康

ウォーク２００５
久良地区

  ９：００～１５：００ 山出地区ワークショップ 山出集会所

  ９：３０～１５：３０
第２回愛南町
一本松文化祭

（芸能発表会・バザー他）
山村開発センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

23 水 勤労感謝の日

26 土
  ９：００～１７：００

愛南町文化協会
城辺支部文化祭

城辺社会福祉会館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

27 日

  ９：００～１６：００
愛南町文化協会
城辺支部文化祭

城辺社会福祉会館

１０：００～１５：００ 由良祭り ゆらり内海駐車場

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

１８：３０～２０：００
愛南町文化講演会

（講師：倍償千恵子）
城辺社会福祉会館

1２月

3 土

  ９：００～２１：００
第２回愛南町
内海文化祭

ＤＥ・あ・い・２１

１３：００～１６：３０ 愛南町PTA研究大会 御荘文化センター

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

4 日   ８：４０～１５：００
第２回愛南町
内海文化祭

ＤＥ・あ・い・２１

7 水

  １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

  ８：３０～１６：００

第32回南宇和郡親善
子どもサッカー大会

（兼第１回愛南町スポーツ
少年大会サッカー競技）

南レク３号
城辺多目的
グラウンド

毎週水曜日（11月23日勤労感謝の日を除く。）
９：００～１１：００

子育てサークル「こあら」　御荘保育所



広報 　　　　 Ｈ１７.11.１16

読
み
聞
か
せ
の
会

山﨑久
く

仁
に

江
え

さん
（御荘平城）

6

「
昔
む
か
し

　
　
　
　

あ
る
と
こ
ろ
に
・
・
・
」

「
・
・
こ
う
し
て
王
子
さ
ま
と
お
姫
さ

ま
は
し
あ
わ
せ
に
く
ら
し
ま
し
た
。
」

　

皆
さ
ん
が
子
ど
も
の

頃
、
昔
話
や
童
話
を
読
み

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
と
一
緒
の
布

団
の
中
で
、
あ
る
い
は
お

ば
あ
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん

の
膝
の
上
で
、
そ
の
ぬ
く

も
り
と
と
も
に
幸
せ
な
気

分
や
安
ら
い
だ
気
分
、
そ

し
て
時
に
は
ワ
ク
ワ
ク
・

ド
キ
ド
キ
し
た
気
分
を
味

わ
っ
た
こ
と
、
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
?

「
読
み
聞
か
せ
の
会
」

は
、
10
年
ほ
ど
前
に
立
ち

上
げ
ら
れ
、
現
在
は
5
名
の
会
員
で
、
月

1
回
第
3
土
曜
日
の
午
後
2
時
30
分
か
ら

3
時
30
分
ま
で
、
御
荘
夢
創
造
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
絵
本
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
芝

居
を
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
絵
本
を
拡
大
さ
せ
、
マ
イ
ク
を
使
っ
て

の
読
み
聞
か
せ
も
し
て
い
ま
す
。
絵
本
選

び
が
難
し
か
っ
た
り
、
下
読
み
す
る
時
間

が
な
か
っ
た
り
と
多
少
の
苦
労
は
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
た
い
と
い
う
思

い
で
休
ま
ず
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
、
読
み
聞
か
せ
は
、
全
国
の
幼
稚
園

や
保
育
所
、
小
学
校
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
各
地
の
グ
ル
ー
プ

活
動
を
調
べ
て
、
読
み
聞
か
せ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
だ
り
、
そ
う
い
っ
た
勉
強
会
が

あ
れ
ば
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。 

読
み
聞
か
せ
は
、
聞
き
手
も
読
み
手
も

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
想
像
力

が
豊
か
に
な
る
、
集
中
力
が
つ
く
、
情
緒

が
安
定
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

等
々
・
・
・
。

　

お
互
い
に
脳
が
活
性
化

さ
れ
、
内
へ
も
外
へ
も
世

界
が
広
が
り
ま
す
。
忙
し

い
毎
日
、
5
分
で
も
10
分

で
も
い
い
で
す
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

仲
間(

会
員)

も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
る
方
は
、
御
荘
夢
創
造

館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
だ
よ
り

　

今
年
も
9
月
18
日(

旧
暦
8
月
15
日)

に
豊
漁
等

を
願
う
奉
納
相
撲
大
会
が
、
白
王
神
社
境
内
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
か
ら
取
り
組
み
を

し
、
三
番
勝
ち
を
し
た
子
ど
も
に
は
「
梵
天
」
と

「
お
花
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
須
ノ
川
、
魚

神
山
、
菊
川
か
ら
も
小
学
生
力
士
が
参
加
。
力
の

入
る
取
り
組
み
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
盛
ん
な
応
援

と
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夜
間
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

城
辺
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
8
チ
ー

ム(

約
100
名)

の
参
加
に
よ
り
、
城
辺
地
区
夜
間
ス

ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 城

辺
公
民
館

家
串
公
民
館

ち
び
っ
子
力
士
大
活
躍 

̶

白
王
神
社
奉
納
相
撲
大
会̶

　 優勝　松本・鳥越チーム

準優勝　北裡チーム

はっけよい、のこった!

三番勝ちした油袋の黒田春
はる

樹
き

くん

9
/
18

9
/
8
〜
13

DE
・
あ
・
い
・
21
で
、
「
愛
南
町
合
併
記
念

第
9
回
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

あ
り
、
410
名(

国
内
は
も
と
よ
り
、
大
韓
民
国
・

台
湾
・
ア
メ
リ
カ
・
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら
出

品)

、
499
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
、
土つ

ち

橋は
し

朋と
も

恵え

さ
ん(

愛
知
県)

の
「G

ren 

M
aro

ー
海
ー
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
小
学
生

の
部
で
は
、
藤
井
修

し
ゅ
う

平へ
い

く
ん(

柏
小
6
年)

、
中

学
生
の
部
で
は
、
酒
井
彦ひ

こ

行ゆ
き

く
ん(

内
海
中
3

年)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
優
秀
賞
3
点
、
計
122
点
が
入
選
し

ま
し
た
。
審
査
委
員
長
の
三
木
稔み

の
る

さ
ん(

日
本

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
協
会
会
長)

が
、
細
部
に

も
気
持
が
行
き
届
き
、
今
後
が
楽
し
み
な
作
品

が
多
い
。
ま
た
、
主
催
者
の
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
思
い
が
感
じ
ら
れ
、
今
後
と
も
イ
ベ
ン
ト
を

継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
、
入
賞
作
品
等
へ
の
思

い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
参
加
者
は
ユ
メ
カ
イ
ナ(

水
中

展
望
船)

で
の
由
良
半
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
真
珠

養
殖
場
を
見
学
す
る
な
ど
、
美
し
い
海
に
囲
ま

れ
た
愛
南
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

輝
き
求
め
、
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

10
/
15

「最優秀賞作品」土橋朋恵さん
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！

町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保

育
に
関
わ
る
お
知
ら
せ
事
項

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－家串保育所園児－

　－柏保育所園児－

　

柏
保
育
所
で
は
、
「
Ｄ
Ｅ
・
あ
・
い
・
21
」
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
に
あ
る
色
々
な
絵
本
や
紙
芝
居
を
、
散
歩
を
兼
ね
た
び

た
び
利
用
し
て
い
ま
す
。
ど
の
子
も
、
お
気
に
入
り
の
一
冊

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

お
昼
寝
前
の
「
な
で
し

こ
組
」
（
１
・
２
歳
児
）

の
保
育
室
。
パ
ジ
ャ
マ
に

着
替
え
る
と
、
決
ま
っ
て

絵
本
を
持
っ
て
く
る
子
ど

も
た
ち
。
今
日
の
絵
本
は

何
か
な
？
「
寝
な
い
子
だ

れ
だ
」
に
「
あ
ー
ん
、

あ
ん
」
。
繰
り
返
し
の
あ

る
絵
本
が
お
気
に
入
り
で

す
。
２
、
３
冊
読
ん
で
も

ら
い
、
眠
く
な
っ
た
ら
お

や
す
み
な
さ
い
。 

　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
」（
３
・
４
歳
児
）
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
話
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。「
ひ
ま
わ
り
組
」（
５
歳
児
）

は
、
迷
路
あ
そ
び
や
物
語
の
絵
本
が
人
気
で
す
。

　

私
た
ち
保
育
師
は
、
一
日
一
話
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
ま
す
。
10
月
よ
り
、
み
ん
な
が
集
ま
る
ホ
ー
ル
に

「
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
多

く
の
絵
本
と
出
会
っ
て
、
豊
か
な
感
性
が
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

柏
保
育
所
園
児
た
ち
の
お
勧
め
絵
本

 

５
歳
児『
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
』(

童
心
社)

 

３
・
４
歳
児『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』(

福
音
館)

 

２
歳
児『
ゴ
リ
ラ
の
パ
ン
や
さ
ん
』(

金
の
星
社)

 

１
歳
児『
た
ま
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
』(

福
音
館)

「
絵
本
大
好
き
、
柏
っ
子
」
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愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

9/21愛媛銀行から刺股25本寄贈

寄り愛い座談会（地域福祉座談会）が開催されました!

10/9

いざという時のために、
消防操法訓練!

「愛のゆめ」で、元気な体と心を!

10/6～

　㈱愛媛銀行常務取締役の矢野之
ゆき

祥
よし

さんから、谷口町長に刺股

が手渡された後、愛南町から感謝状を贈りました。最近、子ど

もたちが犯罪に巻き込まれ、尊い命を落とすという痛ましい事

件が急増しています。そこで、同

銀行から寄贈された犯罪者から子

どもたちを守るための道具である

刺股25本を、防犯意識の高揚や犯

罪の未然防止に役立てるため、町

内全小学校に配布しました。

  
̋

地域住民が一体と

なって、支え合い、助

け合う、心なごむ町

づくり̋をテーマに、8

月から10月にかけ計3

回、愛南町寄り愛い座談会（地域福祉座談会）を開催し

ました。参加者は述べ140名、学生から高齢者や障

害者、働きながら子育てをしている方まで多彩な顔

ぶれが集まりました。座談会では、単なる行政への

要望に留まらず、地域や近所の助け合い、支え合い

で解決できる方法について皆で考えた結果、一人暮

らしの高齢者への声かけや見守り、買い物やゴミ出

しなどの簡単な家事援助、また情報伝達や、啓発

活動など、即座に出来そうなアイディアがたくさん

出されました。このようなアイディアを、町が策定す

る「愛南町地域福祉計画」、「愛南町障害者計画」

に、反映していきたいと思います。

　住み慣れた地域で、

いつまでも

̋

いきいきと

暮らす̋ためには、法制

化されたサービスだけ

では、満足した生活を

送ることが出来ません。

ちょっとした人々の助け合いが、安全で安心して暮

らせる地域につながります。今後とも、愛南町では

この計画により、地域の助け合いのしくみ（地域福

祉）づくりを推進していきます。

　愛南町消防団御荘方面隊では、僧都

川河川敷で「平成17年度御荘方面隊秋

季訓練」を実施し、第1から第8分団ま

での116名が、無線交信やポンプ操法

（放水）に汗を流し、本番さながらの厳

しい訓練を行いました。

　また、ポンプ操法訓練での規律や

節度等の審査結果の末、第6分団が優

勝、第1分団が準優勝を飾りました。

“地域医療を考える講演会”が開催されました。
　御荘文化センターで230名が参加して、地域医療

や自治体病院の在り方を考える「地域医療を考える

講演会」が開催され、高知医療センター病院長の瀬

戸山元
もと

一
いち

さんが「患者不在と言われる現代医療の課

題を踏まえ、これからは患

者さん中心で、県民、町民

の方々の立場に立った医療

の実践こそが自治体病院に

求められている」という提

言に、参加者は熱心に耳を

傾けていました。

　町内保育所の給食に、地元産米

「愛のゆめ」を活用することになり

ました。また、子どもたちが、地元で

作られた安全なお米を食べること

で、健康な体づくりができればと願

います。また、農家の生産意欲が高

まることも期待したいと思います。

10/8
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南宇和福祉リサイクル活動

梶田修
しゅうじ

二さん

青い国ホテル

入江伸
のぶみつ

光さん

栄寿会

松本市
いちじ

次さん

一本松女性団体連絡協議会

森岡眞
ま ゆ み

由美さん

おめでとうございます

泥田に刻んだ、一瞬の思い出!
　篠山小学校体育館

で、原田政
まさ

章
あき

さん（二科

会写真部会員）、犬飼恵
しげ

俊
とし

さんを審査員に招き、

「第15回県境篠山騒動

どろんこサッカー大会写

真コンテスト」が開催さ

れ、約40人が審査の行方を見守る中、船越の濱本秀
ひで

雄
お

さんの「愛がある…」が最優秀賞を受賞しました。

（最終ページに掲載）その他、増田の吉弘宗
そう

二
じ

郎
ろう

さん

の「篠山どろんこの日」が佳作を受賞しました。

　現在、国土交通省の進める「ボランティア・サポート・プログ

ラム」として、『オレンジロード』(内子町から高知県宿毛市県境

までのR56の愛称)で、国道植樹帯の花壇づくりが行われてい

ます。町内でも16団体が花によるまちづくりに参加しており、

その活動に貢献された団体が表彰されました。

　国土交通省四国整備局長表彰に栄町の

老人クラブ「栄寿会」、四国道路ふれあい

協議会長表彰に「青い国ホテル」、国土交

通省大洲河川国道事務所長表彰に「一本

松女性団体連絡協議会」、「南宇和福祉リサ

イクル活動」が、それぞれ受賞をされました。

第15回県境篠山騒動どろんこサッカー大会
写真コンテスト審査結果

賞 画　題 氏　名 住　所 形　態

最優秀 愛がある・・・ 濱本　秀
ひ で お

雄 船越 ３枚組

優秀 みんなヒーロー 中川八
や ち よ

千代 久良 １枚

特選1 ドロンコ戦士 山本　安明 宿毛市 １枚

特選2 熱闘攻防戦 楠　　友宏 宇和島市 １枚

入選1 でっけえぞー 岡村　恭子 宿毛市 １枚

入選2 泥中攻防 山本健太郎 松山市 １枚

入選3 気迫 中井　マミ 城辺甲 １枚

入選4 ガンバってー!! 山下伊整子 宇和島市 ２枚組

入選5 やった～! 長田　昭
あきとし

利 御荘平城 ３枚組

入選6 ナイスショット 城戸　隆行 鬼北町 １枚

入選7 ボールの行方 河渕　美二 高知市 １枚

入選8 飛んで飛んで 薬師寺孝男 鬼北町 １枚

入選9 どろんこサッカー 山下金太郎 宇和島市 ３枚組

入選10 ゴールを目指して 白石　信夫 宇和島市 １枚

特選、入選のみ掲載、順不同

10/9

みんな、遊びに来て! 10/9

　いちごの里（中川）で、施設利用者の保護者や地域との

交流を深め、利用者の社会参加を図ろうと「第7回いちご

高齢者
交通安全大会

　高齢者の事故防止を図るため、交通

安全の意識の高揚を図ろうと、愛南警

察署・㈳南宇和安全協会の共催によ

り、平城小学校体育館で「第1回南宇和

高齢者交通安全運動会」が開催され、

紳士ドライバー、安全ヘルメット、

満員電車はすし詰め、などといったユ

ニークな競技に、190名の参加者も笑

顔にあふれ、楽しみながら交通ルール

を学んでいました。

9/23

祭」が開催され、700人がお楽しみ抽選会や若獅子

太鼓の演奏を楽しみました。また、この催しに、町婦

人会・広見地区・ヒフ

ミヨなど各種団体も、

バザーやゲームに協力

し、祭りを盛り上げて

いました。
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SCHOOL NOW
● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

　

生
の
演
奏
に
身
近
に
接
す
る
機
会
を
創
ろ
う
と
、

松
山
市
を
拠
点
に
学
校
施
設
で
非
営
利
な
演
奏
活
動

を
さ
れ
て
い
る
柏
原
大た

い

蔵ぞ

う

氏
率
い
る
「
プ
ラ
ハ
ガ
リ

ア
ー
ノ
ト
リ
オ
」
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

を
、
D
E
・
あ
・
い
・
21
で
柏
・
家
串
・
魚
神
山
小
学

校
児
童
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
演
奏
会
に
参
加
し
た
山
内

彩あ

や

さ
ん
（
柏
小
5
年
）
は
「
チ
ェ
ロ
や
バ
イ
オ
リ
ン
な

ど
の
楽
器
の
音
を
聞
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
る
と

い
え
ば
、
ピ
ア
ノ
ぐ
ら
い
。
だ
か
ら
、
演
奏
会
は
い
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
三
人
の

中
の
二
人
が
外
国
人
で
、
一
人
は
チ
ェ
コ
、
も
う
一
人

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
国
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
。
演

奏
が
始
ま
る
と
、
私
の
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は
る

か
に
す
ご
く
、
私
の
知
ら
な
い
曲
を
何
曲
も
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
音
楽
は
、
世
界
に
通
じ
る
ん
だ
と
実
感
し

た
。
私
も
、
小
さ
い
と
き
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い

る
の
で
、
早
く
上
手
く
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

う
。
」
と
、
五
感

に
響
い
た
感
動
を

寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
、

私
た
ち
大
人
が
、

子
ど
も
た
ち
に

様
々
な
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
つ
く

り
、
豊
か
な
心
が

育
つ
手
助
け
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
に
触
れ
て

松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
「
平

成
17
年
度
愛
媛
県

卓

球

選

手

権

大

会
」
（
9
/
24
・

25
）
で
次
の
と
お

り
優
秀
な
成
績
を

収

め

、

第

52

回

四
国
卓
球
選
手
権

大
会
（
10
/
29
・

30
）
に
出
場
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

僧
都
中
の
岩
上
翔

か
け
る

さ
ん
・
大
場
江え

里り

奈な

さ
ん
が
、
11
月
18
日
か
ら
神
戸
市
総
合

運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
17
年
度
全
日
本
卓

球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）
」
（
同
県
予
選
大
会

で
、
3
位
入
賞
の
た
め
出
場
）
に
、
出
場
さ
れ
ま
す
。

【
愛
媛
県
卓
球
選
手
権
大
会
の
結
果
】

（
四
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
）

女
子
カ
デ
ッ
ト
（
14
歳
以
下
）
4
位 

大
場
江え

里り

奈な

さ
ん

（
僧
都
中
2
年
）
男
子
カ
デ
ッ
ト
（
14
歳
以
下
）
7
位 

岩

上 

翔
か

け

る

く
ん
（
僧
都
中
2
年
）
男
子
ホ
ー
プ
ス
（
5
・
6
年

生
）
6
位 

大
野
翔

し
ょ
う

太た

く
ん
（
僧
都
小
6
年
）
女
子
ホ
ー
プ

ス
（
5
・
6
年
生
）
9
位 

佐
藤
理り

沙さ

さ
ん
（
同
小
6
年
）

女
子
カ
ブ
（
3
・
4
年
生
） 

5
位 

森
岡
夕ゆ

依い

さ
ん
（
同
小

3
年
）
6
位 

西
村
杏あ

ん

菜な

さ
ん
（
同
小
4
年
）
男
子
バ
ン
ビ

（
1
・
2
年
生
）
3
位 

宮
本
連れ

ん

翠す
い

く
ん
（
同
小
2
年
）

夢
の
舞
台
へ
！             

（
僧
都
小
・
中
）

南
レ
ク
3
号
公
園
城
辺
球

場
他
で
、
1
・
2
年
生
に

と
っ
て
は
、
中
学
生
に

な
っ
て
改
め
て
自
分
の
力

や
技
術
を
試
す
場
と
な
っ

た
「
第
39
回
南
宇
和
郡
中

学
校
新
人
総
合
体
育
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
九
つ

の
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
、
優
勝
チ
ー
ム
・
個
人
の
み
掲
載
】

(

軟
式
野
球)

内
海
中
、(

サ
ッ
カ
ー)

城
辺
中
、(

女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル)

御
荘
中
、(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子)

御
荘

中
、(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子)

一
本
松
中
、(

剣
道
男
子

団
体)

城
辺
中
、(

剣
道
男
子
個
人)

吉
良
祐ゆ

う

哉や

〈
一
本

松
中
〉
、(

剣
道
女
子
団
体)

一
本
松
中
、(

剣
道
女
子

個
人)

河
田
百も

も

恵え

〈
城
辺
中
〉
、(

卓
球
男
子
団
体)

内

海
中
、(

卓
球
男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス)

岩
上
翔

か
け
る

〈
僧
都

中
〉
、(

卓
球
男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス)

高
橋
航こ

う

平へ
い

・
吉

村
樹

た
つ
き(

内
海
中)

、(

卓
球
女
子
団
体)

中
浦
中
、(

卓
球
女

子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス)

大
場
江え

里り

奈な

〈
僧
都
中
〉
、(

卓

球
女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス)

中
村
真ま

理り

子こ

・
加
藤
佑ゆ

う

梨り(

内

海
中)

、(

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体)

篠
山
中
、(

ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人)

所
谷
拓た

く

弥や

・
田
中
寛ひ

ろ

己き

〈
篠
山

中
〉
、(

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体)

一
本
松
中
、(

ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人)

善
家
彩さ

弥や

佳か

・
光
井
綾あ

や

〈
一

本
松
中
〉
、(

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子)

城
辺
中
、

(

相
撲
団
体)

御
荘
中

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
相
撲
団
体
は
、
不
戦
勝
。

中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
開
催

10
/
6

10
/
9

全国・四国大会に出場される小・中学校の選手たち
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

技を極める！9/24・25

　静岡県島田市大井川緑地公園で行われた「全国グラ

ウンドゴルフ交歓大会」に出場された門屋映
えい

章
しょう

さん

( 御荘平城 ) が、オール 2打賞 (8 ホール )・ダイアモ

ンド賞 (8 ホール中に 3回ホールインワンを達成 ) を

獲得されました。今後とも健康でプレーされ、高齢

者のふれあいの場づくりに尽力されることを願って

います。

大きい、強い、関取の力！9/28

　御荘 B&G海洋センター相撲場に、9月場

所十両優勝 (14 勝 1敗 ) を果たした「豊ノ

島関 (時津風部屋 )」が訪れ、南宇和相撲ク

ラブ 37人 ( 保育園児・小中学生 )に胸を貸

しました。豊ノ島関は、宿毛市出身で、小

さい頃から同クラブと交流があり、福浦や

緑の相撲大会にも参加したことがあるそう

です。この日は、夢多き子供たちにとって、

とても貴重な出会いとなったようでした。

心地よい汗をながし、スポーツで交流10/16
南レク城辺野球場他で、愛南町としての一体感や社会体育の振興を図るため「第 1回スポーツフェスタ
in 愛南」が開催され、12 種目・約 700 名が、澄みきった青空の
もと、スポーツの秋を満喫しました。

種目 優勝

ソフト1部 SASAYAMA

ソフト2部 愛妻クラブ

野 球 バットドランカー

バレーボール男子 アミ

バレーボール女子 パッション

軟式テニス 男子：岩城令
のり

孝
たか

・山口一
いっ

平
ぺい

組

女子：岡原亜
あ

衣
い

・山中ユキエ組

硬式テニス Aクラス：倉田知・本多組
Bクラス：倉田・原田常組

卓 球 団体：城辺卓球愛好会

クロッケー 樽見

グランドゴルフ 個人戦：尾﨑和
かず

助
すけ

ソフトバレー1部 フィフティーズ

ソフトバレー2部 ちゃぐりん

旺盛なる気力を養おう！9/23
　一本松交流促進センターで、「第1回愛南町スポーツ少年大会剣

道競技」が開催され、20チーム、計100名が団体戦・個人戦を行

い、保護者の熱い声援に後押しされ、選手は日頃の練習成果を存分

に発揮していました。

【試合の結果　優勝チーム、個人のみ掲載】（男女1・2年生の部）

一本松剣道会・二神大
ひろ

也
や

（男女3・4年生の部）深浦スポーツ少年

団・濵田将
まさ

志
し

（女子3・4年生の部）一本松剣道会・島津亜
あ

理
り

紗
さ

（男

子5・6年生の部）城辺子供剣道会・入江刀
とう

麻
ま

（女子5・6年生の部）

一本松剣道会・岩﨑菜
な

緒
お

（低学年の部）一本松剣道会 A （高学年の

部）一本松剣道会 A（愛南町スポーツ少年団本部長賞）一本松剣道

会・岩﨑菜
な

緒
お

高学年優勝の一本松剣道会 A

優勝 バットドランカー
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現
在
、
杉
田
こ
の
み
さ
ん

（
武
蔵
野
美
術
大
学
院
生
２
年
）

が
、
愛
南
町
を
舞
台
に
し
た

映
画
を
自
主
制
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
ス

タ
ッ
フ
（
カ
メ
ラ
、
音
声
、
照

明
な
ど
）・
役
者（
17
歳
〜
25
歳

男
性
、
60
歳
以
上
男
性
）
を
募

集
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

今
年
の
11
月
と
、
平
成
18
年

５
月
〜
８
月
の
撮
影
期
間
に
参

加
で
き
る
方
。
経
験
不
問
。

問
合
せ
先　

杉
田
こ
の
み
さ
ん

（
０
９
０
―

７
６
２
４
―

８
８
１
７
）

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

映
画
ス
タ
ッ
フ
・
役
者
募
集

生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸内

海
俳
句
会

赤
い
羽
根
こ
と
り
と
音
す
五
百
円

極ご
く
じ
ょ
う

上
の
白

は
く
し
ょ
く

色
な
り
ぬ
男

お
と
こ

郎え

花し　

東と
う

明め
い

子し

宿
題
の
孫
に
指
貸
す
夜
長
か
な

水す
い

琴き
ん

窟く
つ

夫
婦
夜
長
を
語
り
合
う　
　

信の

ぶ

こ子

秋し
ゅ
り
ん霖

の
灯
下
詩う

た

文
字
滲に

じ

ま
せ
ぬ

降
る
星
の
光

こ
う
ぼ
う
し
ょ
う

芒
蕭
と
刻こ

く

過
ぐ
る　
　

十と

し

こ

志
子

仏ぶ
つ
め
し飯

や
新
米
な
れ
ば
山
盛も

り

に

退
院
の
視し

や野
に
秋

し
ゅ
う
し
ょ
く

色
深
ま
り
ぬ　
　

堀
田
辰た

つ

え枝　

篠
南
川
柳
会
（
正
木
）

颯
爽
と
歩
い
て
み
た
い
今
一
度　
　

岡
原
善よ

し

こ子

良
い
所
か
あ
の
世
一
度
で
帰
ら
な
い　
　

岡
野
静し

ず

こ子

も
う
一
度
飛
ん
だ
り
跳
ね
て
走
り
た
い　

田
中
す
み
子こ

一
度
で
い
い
次
は
男
に
生
ま
れ
た
い　
　

野
中
ミ
ツ
ル

気
楽
で
す
財
布
渡
し
た
其
の
日
か
ら　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

慰
安
旅
行
気
楽
に
飲
ん
で
食
っ
て
寝
る　

木
ノ
下
亨

と
お
る

余
生
こ
そ
気
楽
に
行
こ
う
万
華
鏡　
　
　

杉
原
安や

す
は
る春

お
爺
ち
ゃ
ん
今
日
も
気
楽
に
へ
ぼ
将
棋　

板
川
良
子

次
男
坊
気
楽
さ
っ
さ
と
嫁
を
取
り　
　
　

國
松
幸ゆ

き

え枝

さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
９
月
歌
会
）

診
察
室
に
鰻
の
漁
の
話
は
づ
み
時
計
を
見
つ
つ
廊
下
に
順
番
を
待
つ　
　

吉
田
信の

ぶ
や
す保

篠
山
の
峰
に
白
雲
沸
き
立
ち
て
彼
岸
ま
近
き
に
今
日
も
真
夏
日　
　

國
松
幸ゆ

き

え枝

台
風
に
畠
荒
さ
れ
あ
あ
無
念
美
味
き
秋
茄
子
楽
し
み
ゐ
し
に　
　

井
村　

操
み
さ
お

思
ひ
ど
ほ
り
に
眉
描
け
た
れ
ば
心
足
ら
ふ
暑
さ
や
う
や
く
を
さ
ま
り
し
朝　
　

前
田　

充
み
つ
る

貴
重
品
を
詰
め
し
リ
ュ
ッ
ク
を
か
た
わ
ら
に
十
四
号
台
風
の
通
過
待
ち
ゐ
る　

清
水　

香
か
お
る

萩
す
す
き
桔き

き
ょ
う梗

活
け
あ
り
待
合
室
の
白
磁
の
徳と

っ
く
り利

に
清
し
く
映
え
る　
　

国
光
良
子

婆
ゆ
え
に
化
粧
は
せ
ぬ
と
押
し
売
り
の
電
話
に
夫つ

ま

が
声
高
に
応
へ
ぬ　
　

前
田
知と

も

こ子

倒
れ
た
る
茄
子
を
お
こ
し
て
剪せ

ん
て
い定

す
子
は
秋
茄
子
の
実
る
を
願
い　
　

中
平
よ
り
こ

雨
ま
じ
り
に
出
棺
を
終
え
し
広
庭
に
君
の
植
え
い
し
韮に

ら

の
花
咲
く　
　

扇
野
八や

よ

い

代
生

法ほ

う

し師
蝉ぜ

み

鳴
け
ば
夏
休
み
も
終
わ
り
か
と
寂
し
み
し
子
供
の
頃
思
い
出
す　
　

土
居　

清
き
よ
し

祭
壇
の
遺
影
を
見
比
べ
拾
う
骨
こ
れ
が
君
と
は
思
え
ぬ
ま
ま
に　
　

澤
近
正ま

さ
ひ
ろ弘

○
日　

時　

12
月
17
日（
土
）・
13
時
〜

○
場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

○
入
場
無
料
で
す
が
、整
理
券
が
必
要
で
す
。

○
問
合
せ
先　

愛
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課　

℡  
７
２
―

１
１
１
３

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

愛
南
町
女
性
の
集
い

 
警
察
署
か
ら
！

被
害
者
相
談
窓
口
を

ご
存
じ
で
す
か
？

・
事
件
・
事
故
等
の
被
害
に
関
す
る
相
談

・
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
に
関
す
る
相
談

・
い
じ
め
等
の
少
年
問
題
に
関
す
る
相
談

警
察
で
は
、
相
談
窓
口
を
設
け
、
被
害
者

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
以
外
で
も
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
被
害
者
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ

め
」
に
お
い
て
、
各
種
電
話
相
談
（
秘
密
厳

守
・
相
談
無
料
）
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
警
察
総
合
相
談
電
話

０
１
２
０
―

３
１
―

９
１
１
０

http://w
w
w
.police.pref.ehim

e.jp/

○
愛
南
警
察
署
警
察
安
全
相
談
係

℡  
７
２
―

０
１
１
０

○「
被
害
者
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め
」

電
話
受
付　

毎
週
木
・
土
曜
日

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

℡  
０
８
９
―

９
０
５
―

０
１
５
０

犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
つ
い
て

殺
人
や
傷
害
な
ど
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ

て
、
死
亡
さ
れ
た
被
害
者
の
遺
族
、
一
定
以

上
の
重
い
障
害
や
疾
病
を
負
っ
た
被
害
者
、

後
遺
障
害
の
残
っ
た
被
害
者
に
、
国
が
給
付

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
愛

媛
県
警
察
本
部
ま
た
は
、
愛
南
警
察
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
愛
媛
県
警
察
本
部

℡  
０
８
９
―

９
３
４
―

０
１
１
０

○
愛
南
警
察
署

℡  
７
２
―

０
１
１
０

○
入
場
料　

無
料

○
日　

時　

11
月
14
日（
月
）

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

○
場　

所　

Ｄ
Ｅ
・
あ
・
い
・
21

４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
、
社
会
教
育
課
お
よ
び
Ｄ
Ｅ
・

あ
・
い
・
21
で
、
11
月
４
日（
金
）か
ら
配
布

し
ま
す
。（
先
着
順
）

○
問
合
せ
先　

愛
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課　

℡  
７
２
―

１
１
１
３

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

生
涯
学
習
講
演
会

爽
快
！
豪
快
！
阿
藤  

快
が

や
っ
て
く
る
！

講　師
阿藤　快さん

講　師
東海林のり子さん
（リポーター）
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（９月受付分）

（９月受付分）

まちの人口  愛　南　町 平成17年10月1日現在

人　口　9,347人
　男　　4,423人
　女　　4,924人
世帯数　3,708戸

人　口　28,125人 　    男 13,163人      　 女 14,962人       世帯数　11,190戸

人　口　4,230人
　男　　1,967人
　女　　2,263人
世帯数　1,475戸

人　口　3,038人
　男　　1,420人
　女　　1,618人
世帯数　1,290戸

人　口　9,243人
　男　　4,323人
　女　　4,920人
世帯数　3,903戸

人　口　2,267人
　男　　1,030人
　女　　1,237人
世帯数　  814戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

 県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　泌尿器科　院長 米田　文男先生

前立腺癌について
　前立腺は、膀胱のすぐ下に尿道を取り囲むように

存在し、精液の一部である前立腺分泌液を作る臓器

です。前立腺癌は、欧米人に多く米国人男性の疾患

罹病率の１位、死亡率の２位を占めています。症状

は、早期にはほとんどありませんが、癌が進行する

と、排尿困難、頻尿、残尿感、血尿、骨に転移をおこすとその部の痛

みが出てきます。癌の疑いがあるかどうかの最も鋭敏な検査法は、血

液中のPSA（前立腺特異抗原）の測定です。PSAの値が4.0ng/ml以上

あれば癌の疑いが有るとされます。PSAが4.0以上の人には前立腺生検

（エコーを直腸から挿入し、特殊な針で何カ所か穿刺し前立腺組織を

採取し顕微鏡で癌か調べます）を行います。前立腺癌の治療は、手術

療法、放射線療法、ホルモン療法があり、癌の進行度、年齢、体力等

により決定します。癌の治療の原則は早期発見、早期治療です。50歳

を過ぎたら、年に１回は前立腺癌検診を受けることをお勧めします。

前立腺に関して心配事が有れば是非泌尿器科を受診して下さい。

10
月
号
の
Ｐ
19
に
掲
載
し
た
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
藤
堂
善よ

し
ゆ
き幸

さ
ん
・

本
多
計か

す
あ
き章

さ
ん
の
お
名
前
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。

正
し
く
は
藤
堂
義よ

し
ゆ
き幸

さ
ん
・
本
多

計か
ず
ふ
み章

さ
ん
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

日　

時　

11
月
12
日（
土
）

第
一
部　

午
後
１
時
30
分

　

第
二
部　

午
後
７
時
開
会

場　

所　

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

内　

容　

講
演
会
「
命
っ
て
あ
っ
た
か
い
」

講　

師　

中
林
重じ

ゅ
う
す
け祐

さ
ん

　

二
人
の
障
害
の
あ
る
我
が
子
と
の
生
活
と

認
知
症
の
妻
の
介
護
体
験
か
ら
の
話
。

参
加
料　

一
般
５
０
０
円
、

　

高
校
生
以
下
無
料

問
合
せ
先　

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

℡  
８
４
―

１
２
５
１

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

「
あ
り
ん
こ
く
ら
ぶ
」か
ら

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

行
政
へ
の
住
民
参
加
の
仕
組
み
な
ど
を
定

め
る
自
治
基
本
条
例
を
検
討
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
19
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
15
分

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講　

師　

中
央
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授
・
同
経
済
学
部
教
授 

佐
々
木
信の

ぶ

お夫
さ
ん

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

自
治
基
本
条
例
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編集・発行　愛南町役場広報広聴室

〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

印　　　刷　明星印刷工業株式会社

編　集　後　記

　この写真は、「第15回県境篠山騒動どろんこサッカー大会写真コンテスト」最優秀賞

に輝いた濱本秀
ひ で

雄
お

さん(船越)が、愛南町誕生一周年をイメージした「愛がある・・・」

（3枚組）です。広報編集委員でもある濱本さんですが、カメラは他の写真コンテス

トでもたびたび入賞されているほどの腕前です。

　朝夕はめっきり冷え込む日が多くなり、服装も半袖から長袖へと衣替えの季節となりまし
た。10月は、合併一周年を祝う記念式典もあり、誰にも等しく流れる時の速さが、私にはとて
も早く感じました。
　最近は、雲の霞も少なくなり、澄みきった青空のもと、取材途中に見る内海や御荘、そして
城辺や西海の海岸線の美しさに目を奪われることが多く、心安らぐとともに他にはない絶景を
誇りに思います。物にあふれた都会のコンクリートジャングルでは味わえない、この美しい風
景と新鮮な魚介類。やはり、私には高価なブランド品よりも、青い空と海、そして、おいしい
食べ物の方が大切であり、必要です。そして、そのような美しい風景と人に囲まれて、あ～!
うまい、これが私の幸せ・最高の基準です。この基準は人それぞれでしょうが・・・皆さんの
幸せを感じる基準は何ですか？


